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　此度このたび　英照皇太后陛下えいせうくわうたいごうへいかの御大喪ごたいさうに就つきましては、日本国中にほんこくぢうの人民じんみんは何社なにしやでも、総代そうだいとして一名めいづゝ御拝観ごはいかんの為ために京都きやうとへ出す事に相成あひなりました。処ところで数かずなりません落語家社会はなしかしやくわいでも、三遊いう社しやの頭取とうどり円生ゑんしやうと円遊ゑんいうの申まうしまするには、仮令たとへ落語家社会はなしかしやくわいでも、何どうか総代そうだいとして一名は京都きやうとへ上のぼせまして、御車みくるまを拝をがませたいものでござりますが、扨さてどうも困る事には、是これまで十五日にち間かんの謹つゝしみで長休ながやすみをいたして居をりました処ところへ、御停止ごちやうじあけとなつて、又また休やすんで京都きやうとまで参まゐらうといふものは一人もありませんで、誠に困りましたが、幸さいはひ師匠ししやうはマア寄席よせへもお出でなさいません閑人ひまじんでいらつしやる事でげすから、御苦労ごくらうながら三遊いう社しやの総代そうだいとして、貴方あなた京都きやうとへ行いつて下くださる訳わけには参まゐりませんかと、円朝わたくしが頼たのまれました。元もとより此度このたびの御大喪ごたいさうは、是迄これまでにない事でございますから、何どうかして拝はいしたいと存ぞんじて居をりました処ところへ、円生ゑんしやうと円遊ゑんいうに頼たのまれました事こと故ゆゑ、腹はらの中うちでは其実そのじつ僥倖さいはひで、そんならば私わたしが皆みんなの総代そうだいとして京都きやうとへ往いきませうと受合うけあひました。

　夫それから徐々そろ〳〵京都きやうとへ参まゐる支度したくをして居をります中うちに、新聞で見ましても、人の噂うはさを聞きましても、西京さいきやうの旅籠屋はたごやは客が山を為なして、ミツシリ爪つめも立たないほどだといふ事でございますから、此奴こいつは迂うつかり京都きやうとまで往いつて、萬一ひよつと宿やどがないと困ると思ひまして、京都きやうとの三条でう白河橋しらかはばしに懇意こんいな者ものがございますから、其人そのひとの処ところへ郵便を出して、私わたしが参まゐるから何どうか泊とめて下くださいと申まうして遣やりますると、其返事そのへんじが参まゐりました。「拝啓はいけい益々ます〳〵御壮健ごさうけん奉慶賀候けいがたてまつりさふらふ、随したがつて貴君きくん御来京ごらいきやうの趣おもむきに御座候得共ござさふらえども、実じつは御存ごぞんじの通とほり御大喪ごたいさうにて、当地たうちは普通の家いへにても参列者さんれつしやのために塞ふさがり、弊屋へいをくも宿所しゆくしよに充あてられ、殊ことに夜よるのもの等とうも之これなく、甚はなはだ困り居をり候折さふらふをりからゆゑ、誠に残念には御座候得共ござさふらえども、右様みぎやうの次第しだいに付つき悪あしからず御推察ごすゐさつなし被下度候くだされたくさふらふ、匆々さう〳〵」といふ返事が参まゐりました。私わたくしも少し驚おどろきまして、此分このぶんでは迚とても往ゆく事ことは出来できまいと困りましたから、私わたしが日頃ひごろ御贔屓ごひいきに預あづかりまする貴顕きけんのお方かたの処ところへ参まゐりまして、右みぎのお話をいたしますると、そんならば幸さいはひ私わたくしも往ゆくから、連つれて往いつて遣やると仰おつしやいました。誠に有難ありがたい事で、私わたくしもホツと息いきを吐ついて、それから二日かの一番ばん汽車きしやで京都きやうとへ御随行ごずゐかうをいたして木屋町きやちやうの吉富楼よしとみろうといふ家うちへ参まゐりました、先方せんぱうでは貴顕きけんのお客様きやくさまですから丁寧ていねいの取扱とりあつかひでございましてお上かみの方かたはお二階にかい或あるひは奥座敷おくざしきといふので私わたくしは次つぎの室まのお荷物の中の少々せう〳〵ばかりの明地あきちへ寐ねかして頂いたゞく事に相あひなりました。

　扨さて六日むいかには泉山せんざんといふ処ところへお出掛でかけになるに就ついて、私わたくしもお供ともをいたし四条通しでうどほりから五条ごでうを渡わたり、松原通まつばらどほりから泉山せんざんに参まゐりまするには、予かねて話に聞いて居をりました、夢ゆめの浮橋うきはしといふのを渡わたりました、二三町ちやう参まゐつて総門そうもんを這入はいり夫それから爪先上つまさきあがりに上あがつて参まゐりますると、少し広ひろい処ところがございまして、其処そこに新築しんちくになりました、十四五間けんもある建家たていへがございました。是これは此この時のお掛かゝりの方々かた〴〵のお詰所つめしよと見えまして、此所こゝで御拝ぎよはいがあるといふことを承うけたまはりました。実じつに此度このたびの大喪使長官様たいさうしちやうくわんさまといふのは、夜よるもトロ〳〵睡まどろみたまふ事もございませんといふ、大層たいそう御丁寧ごていねいに仰おつしやいますから、私わたくしどもには些ちと舌したが廻まはらなくつて云いひにくいくらゐで、御参列ごさんれつのお役人やくにんも此この処ところで御参拝ごさんぱいがあるといふ事で、夫それを思ふと私共わたくしどもは有難ありがたい事で、お供ともをいたして参まゐりましても毎日々々旨うまい物ものを御馳走ごちそうになつて、昼ひるも風が吹くと外へ出られんといふので、炬燵こたつの中で首くひツたけ這入はいつて当日たうじつまで待まつて居をるのでございますから此このくらゐ結構けつこうな事はございません。又また折々をり〳〵は其そのお方かたのお供ともをいたして、大坂おほさかで有名いうめいな藤田様ふぢたさまの御別荘ごべつさうへ参まゐりまして、お座敷ざしきを拝見はいけんしたり、御懐石ごくわいせきを頂戴ちやうだいした跡あとで薄茶うすちやを頂いたゞいたりして、誠に此上このうへもない結構けつこうな事でございます。丁度ちやうど七日かの御当日ごたうじつは往来止わうらいどめになるだらうと聞きましたから、昼飯ひるめしを食べて支度したくをいたし、午後二時ごろから宿やどを出ましたが、其処そこまでは人力車くるまで行ゆかれる処ところで、参まゐりました処ところは堺町さかひちやう三条でう北きたに入いる町まちといふ、大層たいそう六むづかしい町名ちやうめいでございまして、里見さとみ忠ちう三郎らうといふ此頃このごろ新築しんちくをした立派りつぱな家うちで、此処こゝは御案内ごあんないの通とほり古器物こきぶつ骨董こつとう書画類しよぐわるゐを商あきなふ方かたで中々なか〳〵面白おもしろい人でございます。何どうも諸方しよはうから頼たのまれたと見えまして、大分だいぶに宜よいお客様もございます。西京さいきやう大坂おほさかの芸妓げいこも参まゐつて居をりましたが、皆みな丸髷まるまげで黒縮緬くろちりめんの羽織はおりへ一寸ちよつと黒紗くろしやの切きれを縫ぬひつけて居をりまして、其その様子やうすは奥様然おくさまぜんとした拵こしらへで、皆みな其処そこに寄り集まつてお通とほりの時刻じこくを待まつて居をりますので、其その中うちに五ごもく鮨ずしが出たり種々しゆ〴〵御馳走ごちそうが出でます中うちにチヨン〳〵と拍子木ひやうしぎを打つて参まゐりました。何なんだらうと思つて直すぐに飛出とびだして格子かうしを明けて見ますると、両側りやうがは共ともに黒木綿くろもめんの金巾かなきんの二巾位ふたはゞぐらゐもありませうか幕張まくはりがいたしてございまして、真黒まつくろで丸まるで芝居しばゐの怪談くわいだんのやうでございます。処ところへ大きな丈たけ三尺しやくもある白張しらはりの提灯ちやうちんが吊つるさがつて居をります、其提灯そのちやうちんの割わりには蝋燭ろうそくが細ほそうございますからボンヤリして、何どうも薄気味うすきみの悪いくらゐ何なんか陰々いん〳〵として居をります。軒下のきしたに縄張なはばりがいたしてございます此この中うちに拝観人はいくわんにんは皆みな立たつて拝はいしますので、京都きやうとは東京とうきやうと違ちがつて人気にんきは誠に穏おだやかでございまして、巡査じゆんさのいふ事を能よく守り、中々なか〳〵縄なはの外へは出ません。一尺しやくぐらゐ跡あとに退さがつて待まつて居ゐる様子やうす、それが東京とうきやうの人だと「何なにをしやアがる、押おしやアがるな、モツと其方そつちへ寄よりやアがれ。なんかと突倒つきたふして、縄なはから外へ飛出とびだし巡査じゆんさに摘つまみ込こまれる位くらゐの事がございますが、西京さいきやうは誠に優やさしい、「押おしなはんな、アの様やうな事いうてや、押おしなはんな、何なにいうてゐやはります。なぞと誠におとなしい夫故それゆゑ押おされる憂うれひはございません、けれども軒のきの下したにはギツシリ爪つめも立たんほど立つて居をります。

　其その中うちに追々おひ〳〵お通とほりになります、向うに列ならんで居をりまするは、近衛兵このゑへいと申まうす事でございますが、私わたくしどもには解わかりませんが、兵隊へいたいさんが整列せいれつして居をります。指図役さしづやくのお方かたでございますか、馬乗ばじようで令れいを下くだして居をられます。四ツ辻つぢの処ところに点ともつて居をりました電気燈でんきとうが、段々だん〳〵明あかるくなつて来くると、従したがつて日ひは西に傾かたむきましたやうでございます。其中そのうちに又また拍子木ひやうしぎを、二ツ打ち三ツ打ち四ツ打つやうになつて来ると、四ツ辻つじの楽隊がくたいが喇叭らつぱに連つれて段々だん〳〵近く聞きこえまする。兵士へいしの軍楽ぐんがくを奏そうしますのは勇いさましいものでございますが、此この時は陰々いん〳〵として居をりまして、靴くつの音おともしないやうにお歩行あるきなさる事で、是これはどうも歩行あるき悪にくい事で、誠に静しづまり返かへつて兵士へいしばかりでは無い馬までも静しづかにしなければいかないと申まうす処ところが、馬は畜生ちくしやうの事で誠に心ない物でございますから、焦じれつたがり、駈出かけだしたり或あるひは跡足あとあしでバタ〳〵やるやうな事こともございました。其その中うちにどうも兵士へいしの通とほる事は千人だか数限かずかぎりなく、又また音楽おんがくが聞きこえますると松火たいまつを点つけて参まゐりますが、松火たいまつをモウ些ちと欲ほしいと存ぞんじましたが、どうもトツプリ日ひが暮くれて来くる、電気でんきは四ツ角かどに点ついて居をりますのだから幽かすかに此方こちらへ映うつりまする、松火たいまつは所々しよ〳〵にあるのでございますからハツキリとは見えませんが、何なんでも旗が二十本ばかり参まゐつたと思ひました。皆みな白錦しろにしきの御旗みはたでございます。剣つるぎの様やうなものも幾いくらも参まゐりました。其その中うちに御車みくるまを曳出ひきだして参まゐりまするを見ますると、皆みな京都きやうとの人は柏手かしはでを打ちながら涙を飜こぼして居をりました。処ところへ風かぜを冐ひいた人が常磐津ときはづを語るやうな声こゑでオー〳〵といひますから、何なんだかと思おもつて側そばの人に聞きましたら、彼あれは泣車なきぐるまといつて御車みくるまの軌きしる音おとだ、と仰おつしやいましたが、随分ずゐぶん陰気いんきな物ものでございます。其御車そのみくるまに四頭の牛がついて居をります。此牛このうしは蓮華班れんげまだらといひ、替牛かへうしが位牌班ゐはいまだらといふのがあり、天簾あますだれといふ牛がある。どうも能よくさういふ毛並けなみの牛が出来できたものでございますが、牛飼うしかひさんに尋たづねると然さういふ牛は其その時に生うまれて出ると云いひました、と京都きやうとの人が申まうしました。御車みくるまの前まへに糞ふんをするといかんといふので、黒胡麻くろごまを食べさせて糞ふんの出ないやうにするといふ、牛も骨の折れる事でございます。毎日々々食たべ附つけない黒胡麻くろごまを食たべて糞詰ふんづまりになるから牛が加減かげんが悪くなつて、御所内ごしよないの主殿寮とのものれうに牛小屋うしごやがありまして、其その中なかに寐ねて居をりますと、牛の仲間が見舞みまひに参まゐりました、といふお話はなしを考へました、是これは昔風むかしふうの獣物けものが口くちを利きくといふお話の筋すぢでございます。

　多くの黒牛くろうしと白牛しろうしが這入はいつて来きまして、「御免ごめんなさい。「ハイ。「扨さて誠にどうもモウ此度このたびは御苦労様ごくらうさまのことでございます、実じつに何どうも云いひやうのない貴方あなたは冥加至極みやうがしごくのお身みの上うへでげすな。「ヘエ有難ありがたうございます。「マア斯かういふ事は滅多めつたにない事でございます、我々われ〳〵のやうな牛は実じつに骨の折れる事一通ひととほりではありません、女牛めうしの乳をを絞しぼられる時の痛さといふのは耐たまりませんな、夫それにまア私わたしどもの小牛等こうしなどは腹はらの毛けをむしられて、八重縦やへたて十文字もんじに疵きずを付つけられて、種疱瘡うゑばうさうをされ布ぬので巻まかれて、其その痒かゆい事は一通とほりではありません、夫それに私共わたしどもは先年せんねん戦争せんさうの時などは、支那しなの恐おそろしい道の悪い処ところへ行いきまして木石ぼくせきを積つんで運はこびますのが、中々なかなか骨の折れた事で容易よういではございません、勿論もちろん牛は力のあるのが性質うまれつき故ゆゑ、詰つまりは国くにの為ためだから仕方しかたがございませんが、それに引換ひきかへて貴方あなたは結構けつこうでございますねエ。「ヘエ。「同じ牛でもどうも、五位ゐの位くらゐが附ついたといふ事を聞きましたが全まつたくでございますか。「ヘエ……そんなに賞ほめてお呉くんなさるな、畜生ちくしやうの身みの上うへで位くらゐなど貰もらひましたから、果報焼くわはうやけで、此様こんな塩梅あんばいに身体からだが悪くなつて、牛のくらゐ倒だふれとは此事このことで、毎日々々黒胡麻くろごまばかり食くはせられて、食たべ附つけない旨うまい物ものだからつい食たべ過ぎてすつかり通つうじが留とまりましたので、逆のぼせて目が悪くなつて、誠にどうも向うが見えませんから狭せまい通とほりへ行いつて、拝観人はいくわんにんの中なかへでも曳ひき込こむやうな事ことがあつて、怪我けがでもさせると大変たいへんだと思つて今から心配でございます、モウ明日みやうにちになりました……夫それに私わたしの名が貴方あなた、どうも蓮華班れんげまだらといふのでげすからな、おまけに夢ゆめの浮橋うきはしを渡わたるといふので替牛かへうしがお前まへさん、位牌班ゐはいまだらといふので名が一体たいに訝おかしうございます、私わたしもモウ明日みやうにち役やくに立てば宜ようございますが、今晩こんばんにもヒヨツと生者必滅しやうじやひつめつでございますから……。「然そんな気の弱い事をいつちやア行いけません、お加減かげんが悪ければ、明日みやうにちは御大役ごたいやくの事ですから早く牛の角文字つのもじにでも見せたら宜しうございませう…。牛うしの角文字つのもじといふのは、隠かくし題だいの歌うたに「二ツ文字もじ牛うしの角文字つのもじ直すぐな文字もじゆがみ文字もじとぞ君きみは覚おぼゆれ」是これは恋こひしくといふ隠かくし題だいの歌で、二ツ文字もじはこの字で、牛うしの角文字つのもじは、いろはのいの字、直すぐな文字もじはしの字で、ゆがみ文字もじはくの字じでございます、夫それですから牛うしの角文字つのもじといふのは貴方あなた医いをお頼たのみになつたら何どうでございますといふので。「夫それは僕ぼくも家畜病院長かちくびやうゐんちやうを呼んで診察しんさつをして貰もらひましたがな……。「お熱ねつは何どんな塩梅あんばいでございますか。「熱ねつは京都きやうとへ来きたせいか平へいをんでげす。「熱度ねつどはどの位くらゐで。「三条でう七条でうと申まうします。「成なるほど、夫それぢやア、マア大たいしたお熱ねつぢやアないお脈みやくの方はうは。「脈みやくの方はうが多おほうございます、九条でうから一条でう二条でうに出越でこす位くらゐな事で。「成なるほど、脈みやくの方はうが多おほうございますな、脈みやくの割わりにすると熱ねつが陰いんにこもつて居をりますな。「モウ〳〵私わたしは迚とても助かるまいと思ひます。「然そんな事を仰おつしやつちやアいけませんよ、どうか確しつかりなさい。「熱ねつがモウ少し浮うかないでは直りますまいよ。「御心配なさいますな、明日みやうにちはキツと御発カンでございます。
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